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令
和
六
年
祭
日
表

妹
澤
準
柿
（
医
薬
の
神
様
）
歳
日
一
祭

一
月
一
日

主
神

相
殿

菅
原

道
真

命
（
学
問
の
神
様
）

初
医
薬
祭

一

月
十

日

当
社
は
、
景
行
天
皇
の
御
代
（
二
○
年
頃
）
、
日
本
武
尊
が
東
夷
征
伐
の
為
に

門
松
焼
納
式

一

月
十
五
日

上
野
忍
ヶ
岡
を
御
通
行
の
際
、
薬
祖
神
二
柱
に
御
加
護
を
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝

初
天
神
祭

一

月
二
十
五
日

し
、
弦
に
両
神
を
お
祀
り
な
さ
れ
ま
し
た
の
が
ご
創
祀
で
あ
り
ま
す
。

祈
年

祭
二
月
二
十
五
日

蜘
鑪
繩
吟
鮭
辮
縦
需
蝶
穂
鰯
華
蔀
騨
鯉
蝿
例

祭
五
月
二
十
五
‐

大
祓

式
六

月
三
十
日

室
町
時
代
（
文
明
十
八
年
）
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
己
貴
命
は
大
国
主
命
と
も
称
さ
れ
、
須
佐
之
男
命
の
御
子
で
「
い
な
ば
の
白

新
嘗

祭
十
一
月
二
十
五
日

兎
」
「
大
国
様
と
白
ね
ず
み
」
等
、
神
話
や
童
謡
で
知
ら
れ
て
い
る
神
様
で
す
。

大
祓

式
十
二
月

三
十
日

抄
撰
離
躍
謝
熊
霊
識
驍
蕊
鶴
鑿
嘘
蕊
騨
古
神
札
焼
納
式
士
頁
三
土
日

結
び
初
め
て
国
民
に
薬
の
術
と
病
を
癒
す
方
法
、
又
お
酒
の
作
り
方
等
も
お
教
え

除
夜

祭
〃

に
な
り
、
国
土
の
開
発
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
神
様
で
す
。

毎
月
十
日
医
薬
祭
．
二
十
五
Ⅱ
天
神
祭

菅
原
道
真
命
は
、
江
戸
初
期
寛
永
十
八
年
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

唱
瓢
霊
総
池
謂
灘
擁
咽
岫
鴎
一
戴
雑
鋤
鰻
鍬
繼
域
蜑
艫
蕊
神
事
一
月
二
十
五
Ｈ

一
月

一
・
二
日

当
社
は
古
く
か
ら
「
天
つ
神
」
を
祀
る
こ
と
よ
り
「
五
條
天
神
」
と
呼
ば
れ
、
薬
祖

○
う
け
ら
の
神
事

二
月
三
日
（
節
分
）

神
と
し
て
の
尊
崇
が
篤
く
、
平
成
二
十
二
年
に
、
御
創
祀
一
九
○
○
年
の
記
念
大

社
殿
拝
観
は
毎
月
十
五
日
（
月
詣
り
時
）

祭
が
斎
行
さ
れ
た
、
東
都
有
数
の
古
社
で
あ
り
ま
す
。

無
病
健
康
・
病
気
平
癒
他
、
諸
祈
願
申
込
は

令
和
十
年
に
は
、
現
鎮
座
地
へ
の
御
遷
座
一
○
○
年
を
迎
え
ま
す
。

随
時
受
付
ま
で
（
受
付
は
九
時
よ
り
五
時
）


